
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知能力と非認知能力  

                                                                校長  中川 辰也  
 

 これからの時代を生きるために，またよりよい人生を切りひらくためには２つの能力が必

要と言われています。それは「認知能力」と「非認知能力」といわれるものです。  

 「認知能力」とは，テストの点数や偏差値，知能指数などといった数値で表せる力のことを

いい，「非認知能力」とは，数値では表すことはできない力のことをいいます。  

「非認知能力」には，課題にしっかりと取り組む力，目標の達成に向けて自分をコントロール

する力，新たな知識や経験を探究する力，情報を適切に読み解き活用する思考力，将来をポジ

ティブに，そして柔軟に対処する能力，感情にうまく対処する能力，他者の気持ちを共有し理

解する心，自分自身を価値ある存在だと思う心，日常生活のストレスに柔軟に対応する力，コ

ミュニケーション能力などが主なものです。   

 では，なぜ非認知能力は重要か。それは，生きるために必要な力である認知能力を身につけ

るためには，非認知能力が必要になります。グローバル化，価値観の多様化，超高齢化社会の

到来，AI など科学技術の急速な発展などなど。これからは，ますます（今もそうですが），学

生時代に獲得した知識やスキルだけで一生を過ごすことが難しくなり，何歳になっても，新

しいことを学び続けることが大変重要になってきます。また，地域社会の中で，家庭内でも幸

せに生きるためには，目に見える学力だけではなく，幸せを感じ取ろうとする気の持ちよう，

創意工夫，周囲のことも考えながら自分自身も大切にする姿勢といったことが，今後ますま

す重要になってくることでしょう。  

 非認知能力を高めるためには，こういう習い事がいい，このスポーツがいい，こんな体験が

大切だという特定なものはなく，今行っている習い事，スポーツなどにどう向き合い，取り組

むかがポイントであると言われています。また，ふだんの会話の中で，子どもの話を単に聞く

だけでなく，「どのような理由でそう思うようになったの？」「どんなことがうれしかったの？

いやだったの？」など，子ども自身が自分の考えや思いを整理し深める手助けをすることが

大切であると言われています。また地域行事などに参加し，様々な人とかかわり，交流する機

会をつくり，触れ合うことなども非認知能力の向上に効果的といわれています。  

 非認知能力は，子どもの時期だけでなく一生をかけて伸ばすことができるといわれていま

す。ストレスを抱えながら日々を過ごす大人も，非認知能力を高める必要があるかもしれま

せん。そして，子どもも大人も自分と他者の感情にきちんと向き合って互いを大切にする姿

勢をさらに大事にしていきたいものです。  

いちき串木野市立羽島小学校  令和６年度  学校便り    

校訓＜なかよく  かしこく  たくましく＞  

 

 

 

 

公式ブログ好評配信中  http://hashima.synapuse.－blog.jp/hashimasyo  

《みんなで創る羽島小》 

 ６月号 

「早寝・早起き，朝ご飯  

  笑顔で『いってらっしゃい』」 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１２日（水）の学校保健委員会では，校医（歯科）の久木田先生，スクールソーシャルワ
ーカーの福永先生より講話がありました。むし歯や噛み合わせの悪さが全身に影響を与えること
や，「その子にとって最善は何か」考えることの大切さが分かりました。家庭教育学級では，社会
教育課の本車田先生より会員による主体的な計画立案へのアドバイスを
いただきました。親子読書会では，昨年度の反省を生かした計画に対し
て，建設的な意見が出されました。今後，有意義な情報交換の場になる
よう，御協力をよろしくお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  １日（月）PTA 研修視察     ・  ３日（水）水泳授業参観・学級 PTA    

・１０日（水）学校運営協議会   ・１３日（土）土曜授業・緊急時児童引き渡し訓練  

・１９日（金）終業式        

海辺で遊ぼう・海岸清掃・ヒラメの放流  

５月２４日（金）に羽島海岸の清掃と海
辺で遊ぼうを行いました。串木野海上保安
部やはまゆう会の皆さんの御協力をいただ
き，子供達にとって楽しすぎる時間となり
ました。  
また，当日の様子が新聞やテレビでも紹

介され，堂々と取材に受け答えする子供の
姿が見られました。  
２８日（火）にはヒラメの稚魚を放流し

ました。海に放たれる稚魚を優しく見守っ
たり「また戻ってきてね。」と言葉をかけ
たりする様子が微笑ましかったです。  

学校保健委員会・家庭教育学級・親子読書会 

「ほたるでナイト」受賞伝達式  

本校からたくさんの応募があり，その中で入賞者の表彰を行
いました。  
【特選】３年  池満大騎  「きらきらほたる」  
【入選】１年  岩切進次朗「いろいろないろのほたる」  
【入選】５年  福薗琉愛  「ほたるの光，きれいだよ」  
作品のコピーを正門の掲示板にも掲示しています。御覧くだ

さい。  

水泳学習・田植え  

水泳学習がスタートしました。「この日
を待っていました！」とばかりに，子ども
達は楽しく泳いだり水しぶきを浴びたりし
ていました。  
 計画が延期されていた田植えが，無事行
えました。有村育雄さんが毎日苗の管理に
学校を訪れてくださいました。秋に実った
お米を収穫するのが楽しみです。  


